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1．「社会的」な作家ゾラ

　本稿のタイトルは，いうまでもなくジャック･ドンズロの『家族に介入

する国家』にドゥルーズが付した解説の表題に由来する1）。しかしこの「社

会的なものの上昇」という表現をゾラに結びつけるのは，いかにも同語反

復的とみえるかもしれない。実際，ゾラはつねに／すでに「社会的な」作

家だったのではないか。しかし「上昇」と呼ぶ他ない事態が，「社会的な

もの」をめぐってゾラのうちに観察することが可能である。ここから本稿

では，「社会的」な作家としてのゾラ，あるいは「社会的なもの」の作家

としてのゾラとそのテクストを問題とするが，もちろんこのように問いを

立てるためにはまずはこれらの言葉の語用論的検討が不可避であろう。す

なわち，一般に「社会的」と称される作家に付さる「社会的な social」とい

う形容詞と，同じ形容詞が名詞化された「社会的なもの le social」は必ずし

もきれいに重なるものなのか。ゾラにおいて「社会的 social」という語は，

はたして「社会的なもの le social」の圏域に置かれているのだろうか。

　確かに「社会的なもの le social」という語は，例えば文学者や映画作家

などに付される「社会的」という形容詞よりも歴史的な規定をより強く被

っているということがある。その歴史的な経緯については，先に挙げたド

ンズロの『社会的なものの発明』やロベール・カステルの『社会問題の変

容』などが詳細に跡づけているものだ。また日本においても近年，とりわ
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け市野川容孝が2006年に出版した『社会』以降，様々な論者によって議

論され，また論じ直されている2）。ここでは，フランスにおいて「社会的

なもの」が歴史的に辿った経緯を巧みに整理した田中拓道の『貧困と共和

国』に依拠しながら「社会的なもの」を規定しておきたい。「社会的なも

の」は，1830年代に浮上する新しい貧困問題と不可分のものである。こ

れは個人の性向には還元しえない，急速に進展した産業化と都市化に起因

する大衆の生活世界の構造転換に由来し，そうであるがために伝統的な宗

教的慈善では対応しきれない。また国の法的介入も産業の自由を制限する

ものとして停滞を強いられる。しかしその一方で，この新たな貧困は民衆

の待遇を改善し適正な労働力を確保するのみならず，疫病などによる都市

衛生の悪化や犯罪あるいは反乱を引き起こすリスクを孕んでおり，秩序維

持のための喫緊の問題を構成してもいる。そしてこのように複合的に規定

される「社会問題」を解消するために，大衆の「集合的な精神状態」，す

なわち「モラル」に焦点をあて3），新たな知を蓄積し，組織的に改善する

ことでリスクの回避が模索される。「社会的なもの」とは，このように社

会の構造転換によって大衆が経験する貧困状態の解消と，その貧困により

社会が経験するリスクの低減という二つの問題領域をカバーする主題であ

る。この主題は19世紀末の連帯の思想を経由し，やがて福祉国家の成立

へと発展していくだろう。

　その一方で，ゾラが一般的に「社会的」な作家とみなしうるとして，そ

のイメージは1898年の「私は弾劾する」に依るところが大きいと考える

ことがまずは可能かもしれない。もっともドレフュス事件を社会的とみな

すか政治的とみなすかは議論が分かれるところであり，これをしてゾラを

「社会的な」作家と呼ぶのは早計だろう。その一方で，ゾラはそもそもジ

ャーナリストとして出発し，その後も小説家としての活動と平行して，

1862年から没年である1902年までの期間に断続的に20年以上に亘ってジ

ャーナリズムに携わっている。多岐にわたるゾラのジャーナリストとして

のテクストは，確かに「社会問題」に関わるトピックスと無縁ではない。

しかしそれにもましてゾラが「社会的」な作家であるとすれば，まずもっ

て代表作である「ルゴン=マッカール」叢書を挙げなければならないだろ

う。1870年から1893年まで書き継がれた20作の小説からなるこの連作群
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には，ほかでもない，「第二帝政下における一家族の自然的かつ社会的
4 4 4

歴

史 Histoire naturelle et sociale d’une famille sous le Second Empire」（強調筆者）

という副題が付されており，ゾラの野心が一つの時代におけるフランス社

会の諸相を活写することにあったことが端的に見て取れる。実際，ナポレ

オン三世治政下のパリの貧民街を描いた『居酒屋』（1876），あるいは炭

鉱労働者たちの蜂起とその敗北を描いた『ジェルミナル』（1885）のよう

に直接的に「社会問題」を取り上げたと考えうる作品だけでなく，様々な

作品に19世紀後半のフランス社会における「社会的なもの」の現れが織

り込まれているのを見ることは決して難しいことではない。

2．「social」の上昇

　ならば，やはり「社会的なもの」はゾラにおいてつねに／すでに上昇し

ていたのではないか。しかし私がここで問題としたい「社会的なもの」の

上昇は，まずは字義通りの上昇にほかならない。実際，ゾラの小説作品に

おける「社会的な social」という語の出現頻度を調査すると，突然の上昇

というべき現象を観察することができる。表1は，オンライン上に公開さ

れているゾラの小説作品のPDFファイル（Bibliothèque électronique de Québec）

を基に4），「社会的な social」という語の出現頻度を作品ごとにまとめたも

のである。23年間に亘りほぼ一年に一作の割合で作品を発表していった

「ルゴン=マッカール」叢書におけるゾラの筆勢は驚嘆に値するが，その

Les Rougon-Macquart 1887 La Terre 4
1867 Thérèse Raquin 0 1888 Le Rêve 0
1870 La Fortune des Rougon 6 1890 La Bête Humaine 1
1871 La Curée 4 1891 L'Argent 19
1873 Le Ventre de Paris 4 1892 La Débâcle 5
1874 La Conquête de Plassans 0 1893 Le Docteur Pascal 4
1875 La Faute de l'Abbé Mouret 0 Les Trois Villes
1876 Son Excellence Eugène Rougon 5 1894 Lourdes 10
1876 L'Assommoir 1 1896 Rome 39
1878 Une page d'amour 0 1898 Paris 51
1879 Nana 1 Les Quatre Évangiles
1882 Pot-Bouille 1 1899 Fécondité 26
1883 Au Bonheur des Dames 0 1901 Le Travail 70
1884 La Joie de Vivre 0 1903 La Vérité 55
1885 Germinal 9 （inachvé) La Justice
1886 L'Œuvre 1 source : Bibliothèque électronique de Québec

表1
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一方で目を引くのが，先に見たとおり「第二帝政下における一家族の自然

的かつ社会的歴史」との副題が付されたこの作品群において，ゾラが「社

会的な」という語をほとんど使用していないことだ。それが「ルゴン=マ

ッカール」叢書の後半に微増すると5），続く「三都市」叢書で一気に上昇

し，その数は「三都市」叢書の続編として位置づけられる「四福音書」に

ほぼ引き継がれる。もちろんこれは純粋に「社会的な」という語の頻度を

数え上げたものであり，すべての用例が上で見た「社会的なもの」に関係

するわけではない。その一方で，例えば『居酒屋』には「悲惨 misère」と

いう語が37回，『ジェルミナル』においては実に72回出現するが，『パリ』

においてはこれが103回に急増するだけでなく，その中には「社会的悲惨

misère sociale6）」という表現も含まれている。他にも『パリ』には，「社会

的正義 justice sociale」（206 ;上200）や「社会的宿命 fatalités sociales」（481 ;

下164），あるいは「社会問題 problème social」（46 ;上15）といった表現が

散りばめられているが，これら「社会的なもの」の圏域に直接的に位置づ

けうる表現は，いずれも『居酒屋』や『ジェルミナル』には見出すことの

できない表現である。

　ここでひとまず考えうるのは，ゾラは様々な「社会問題」を題材として

はいたが，これらを「社会的な」と呼ぶ，すなわち一定の問題の枠組みに

おいて捉えるヴィジョンは，少なくとも「三都市」叢書以前の段階ではむ

しろ希薄だったのではないかということである。もちろん『居酒屋』の主

人公は貧民街に暮らすひとりの女性であり，彼女の視点が語りにおいて重

視されるこのテクストにおいて，「社会的なもの」という問題系，あるい

は端的に「社会的な」という語が前景化されえないということは当然予想

しうるものだ。これに対して，後にふれるように，「三都市」叢書が「社

会問題」に敏感な知識人（神父）を主人公に持つということがあるだろう。

しかしむしろこのような主人公を選んだこと自体に，90年代のゾラの意

識が「社会的なもの」に向かって迫り上がっていた証左を見るべきではな

いだろうか。

　これに対して，1890年代以前のゾラにおいて「社会的な」という語が

纏っていた価値について示唆的であるのが，ほかでもない『居酒屋』にお

けるこの語の用例である。第二帝政下のパリの貧民街を描いたということ
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では，ある意味典型的に「社会的」な小説であるはずの『居酒屋』に唯一

登場する「社会的」なという形容詞は，実は本文にではなくその序文に登

場する。むろんこの序文においてゾラは自身の視点で語っているわけだが，

まずは目を引くのが19世紀的「社会問題」についてゾラが端的に語って

いる点である。「民衆はだれもかれも不道徳［mauvais］な手合いであるな

どと，きめつけてはならない。現に，わたしの作中人物は不道徳ではない

のである。彼らはその生きている苛烈な労働と貧困のせめぎあう環境のた

めに，無知となり毒されているまでのことなのである7）」。このように問題

は個人の性向ではなく社会環境の側にあるとされるわけだが，ここでこの

環境と民衆の無知に対してさらなる分析と改善が模索されるわけではなく，

この序文はむしろ作品の文体的側面を巡って展開することになる。よく知

られるように，民衆の言葉を小説言語に導入したことに対する作家の弁明

である。「social」という語が登場するのは，この文脈においてである。「し

かしながら民衆には民衆の数々の言葉が，はっきりと実在するのだ。文学

者はそれを研究し，その生命力，その意外性，その映像構成力，などのす

ばらしさを自分のものとしようとするのである。［…］それなのに，歴史

と社会についてのはげしい関心［un vif intérêt historique et social］から出発

して，純粋に言語学的［philologique］な仕事をすることこそわたしの意図

であることに，誰も気づいてはくれなかったのである8）」。つまり問題とし

ては把握しえていたが，言葉がそれに対応していない状況がここにはある

のではないか。これが「三都市」叢書以降，語の使用頻度が上昇するだけ

でなく，語と問題の対応関係も高まっていく。

　はたしてゾラにおけるこの「社会的なもの」の上昇をどのように捉えれ

ばいいのだろうか？　もちろんこれはあくまでも言葉の問題であり，ゾラ

はつねに「社会的」だったと主張することも可能だろう。実際，今見たよ

うに，『居酒屋』や『ジェルミナル』のような作品が「社会的なもの」と

無関係であると主張することはむしろ難しい。だが，このような態度はテ

クスト・レベルでのこの顕著な変化を取り逃すことにもなるだろう。これ

に対して，1890年代の世論の変化にゾラが機敏に反応したということが

まずは指摘しうるだろう。例えばジャン=マリ・メイウールに従えば 9），

1890年代とは「社会問題」が湧出する時代である。この時代，パリ･コミ
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ューンによっても揺るがせにされなかったブルジョワ階級の共和政や科学

や進歩への信仰のうちに「社会的悔悟」の意識が芽生え始め，これがたん

なる憐憫の情を超えて，革命の機運を押しとどめるための社会改革の展望

へとつながっていく。これは同時に社会主義や労働運動が高まりを見せる

時代でもあった。「ルゴン=マッカール」叢書は第二帝政のフランス社会

を舞台としつつも，ゾラはそこに同時代のフランス社会を重ねていたとさ

れるが 10），それでも『居酒屋』や『ジェルミナル』に「社会的な」という

語が登場しないのは，ひとつにこのような歴史的な推移を想定すべきであ

ろう。

　これに対して，「社会的な」という語の突然の上昇によって印づけられ

る「三都市」叢書は90年代に構想され執筆されたというだけでなく，同

時代のフランスを直接的に取り上げているということがある。しかも三部

作の最終作である『パリ』に向けて「社会的な」という語が上昇するとし

たら，この上昇は世紀末のパリという都市とも結ばれているのではないか。

アンリ・ミットランは「三都市」について，これが「政治小説」であると

述べている11）。なぜならそこで問題になっているのが，「都市 cité」，すな

わち「polis」であるからだ。だがここで都市が問題になっているのは疑い

えないとしても，その都市において繰り広げられるのは，政治のドラマと

いう以上に「社会的なもの」に突き動かされている。『パリ』はむしろ

「社会小説」あるいは「社会的なものの小説」であるのではないか。この

ような観点から以下の章では，『パリ』における「社会的なもの」のトポ

グラフィーを描き出し，その変転のメカニズムを分析しながら最終的にこ

のテクストの可能な読解の端緒を探る。

3．オスマンのパリ改造と『パリ』

　ゾラは第三共和政の前半を代表する作家だが，都市計画という観点では，

世紀を跨いで第三共和政の後半に表舞台に登場するル・コルビュジエを挙

げなければならないだろう。この時代のル・コルビュジエの都市計画の根

本思想は，1923年の『建築へ』の末尾に登場する名高い命題に集約され

ていると考えることが可能である。すなわち，「建築か，革命か。／革命
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は避けることができる12）」。ル・コルビュジエは翌年の『ユルバニスム』

においても同様の命題によってテクストを閉じている。「われわれは，革

命をすることによって革命をするのではない。解決をすることによって革

命をするのだ13）」。すなわち，「革命」はもはや社会の側にはない。建築の

「革命」こそが社会問題に解決を与えるのである。革命と建築を二項対立

的に捉えるこのような命題は，ル・コルビュジエの口から発せられるとい

かにも20世紀に固有のものと捉えられがちだが，いわゆるモダニズム建

築に必ずしも固有のものではない。例えば，『ユルバニスム』において

ル・コルビュジエが自身のヴォワザン計画に比する事例として引き合いに

出すオスマンのパリ改造にもこの二項対立を見出すことが可能である。こ

れについて影響力を持ったのは，何をおいてもベンヤミンの「パリ──

19世紀の首都」であろう。ベンヤミンによれば，オスマンによる首都改

造の代名詞的存在である広幅員の大通りが形作る街並みはあくまでも「戦

略的美化14）」であり，バリケードを築くことを困難にし，内乱の鎮圧を容

易にすることこそがその真意であるとされる。確かにここで問題になって

いるものも，革命と建築の二項対立といっていいはずだ。これに対して，

オスマンの事業において衛生や交通などの近代的な都市インフラ確立とい

う側面を強調し政治的側面を相対化する立場が存在するわけだが15），これ

らすべてを複合的に解決したところにオスマンの功績があったと見るのが

やはり妥当であろう。実際，広幅員の基幹道路を開通することで，民衆蜂

起への対応のみならず，効率的な交通網が整備され，スラムクリアランス

によって非衛生地区が一掃されることになる16）。

　だが内乱の潜在的アクターであり，都市の衛生を脅かす存在でもあった

取り壊された街区に住む民衆はどこへ消えたのか？　ナポレオン三世自身

には下層階級への配慮がないわけではなかった。しかし中野隆生を初めと

する様々な論者が指摘するように，つまるところオスマンによるパリ改造

によって出現したのはブルジョワ的都市であり，その代償は職人や労働者

をパリの周縁部に排除することにほかならなかった17）。内乱の主体はそも

そもパリの中心から排除されていたのである。ゾラもオスマンのパリ改造

のこのような性格を的確に捉えていた一人だ。「オスマン時代のパリの浄

化」（1872）によれば，「第二帝政には清潔ということにかんして奇妙な
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気紛れがあった。部屋の真ん中を掃き，ごみを家具の下に押し込む主婦の

ようにしていていたのである18）」。すなわち，「町を清潔にするために，オ

スマンはまず古いパリ，民衆のパリに切り込んだ。シテ島地区を取り壊し，

伝説に富む界隈の真ん中に大通りを走らせ，裕福な界隈を城壁まで延長し

た。そして清潔の仕上げとして民衆を追い出し，近くの森に閉じ込めよう

と考えた19）」。このように俯瞰的に見れば，オスマンのパリ改造は「社会

的なもの」の基底にある階級関係を空間的配置として定着したと考えるこ

とができるだろう。つまるところナポレオン三世の様々な社会的配慮にも

かかわらず，オスマンは「革命か，建築か」という命題を決して建築・都

市計画的に解決できたわけではなかった。むしろこれを強化したとさえい

えるだろう。フランスにおける「社会的なもの」と都市との関係を詳細に

辿ったポール･ラビノウに従えば，「オスマンとルイ・ナポレオンはパリを

政治的，経済的，技術的対象として理解してはいたが，未だ社会的対象と

しては捉えてはいなかった20）」のである。

　このようなオスマンのパリは第三共和政においても引き継がれる。多く

の論者が指摘するように21），第三共和政の前期は傑出した都市計画家・建

築家はおらず，オスマンが始めた工事がいまだ続く時代としてひとまずは

位置づけられるだろう。従って，このような分断されたパリの光景がゾラ

の『パリ』に現れるとしても何ら不思議はない。実際，『パリ』はモンマ

ルトルの丘から見はるかす，「広大な海原」のようなパリの描写によって

幕を開ける。

　一月も終わりに近づいたその朝，モンマルトルのサクレ=クール寺

院でミサを執り行うことになっていたピエール・フロマン神父は，八

時にはもう丘の上の大聖堂の前に来ていた。そして中に入る前に，足

元に広がる広大な海原のようなパリを眺めやった。

　それは，ここ二ヶ月続いた厳しい寒さと雪と氷の末の，寒々として

陰気な雪解けにつかったパリだった。鉛色の大空からは，葬儀の黒い

膜を思わせる厚い靄が垂れ込めていた。都市の東部に広がる貧困と労

働の地区は赤茶けた煙にすっぽりと覆われ，作業現場や工場からかす

かな息づかいが聞こえていた。一方，富と享楽の地区である西のほう
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ではだんだんと霧が晴れてきて，蒸気のよどんだ幕がうっすらとかか

っているだけだった（37 ;上5）。

　ここでは東西に分断されたパリが描き出されているが，別の箇所ではパ

リ北部の周縁地区から毎朝パリの職場を目指して下っていく労働者たちが

描き出されている。「メニルモンタン大通りに出ると，労働者たちが大挙

してパリのほうへと下って行くのに出くわした。ぶらぶらとこの大通りを

たどって，それからベルヴィル大通りを行くと，至るところから，町外れ

のありとあらゆるみすぼらしい通りから，人の波が出てきた。それは勤労

者たちのとぎれることのない大移動の波だった」（531 ;下224）。

　この通勤する労働者たちは分断されたパリにおいて生活の必要上定まっ

た経路を行き来するわけだが，ゾラの『パリ』には様々な街区を渡り歩く

特権的な形象が存在する。ベンヤミンにおいてはこれがもとより「遊歩

者」であるわけだが，「経済上の地位の曖昧さ」と「政治的機能」の曖昧

さによって特徴づけられる遊歩者的ボヘミンアンはゾラの『パリ』にも登

場しないわけではない（ex. 309-310 ;上323）22）。しかしゾラは彼らにパリ

の様々な街区を渡り歩く役目を割り振らない。『パリ』においてそれを担

うのは人類の救済と慈善にある意味取り憑かれた一人の神父である。これ

が「三都市」叢書の主人公ピエール・フロマンにほかならない。アンリ・

ミットランも指摘するように，ゾラの登場人物たちは彼らの居住地と密接

な関係を切り結んでおり，「属領性 territorialité」を強く帯びている23）。し

かしピエールが担っているのは，自身の「属領性」の希薄さによって，他

の登場人物たちの「属領性」を浮かび上がらせ，それにより分断されたパ

リの有り様を仔細に描き出す役割である。そしてそこに顕わになるのは，

「社会的なもの」が空転するトポグラフィーにほかならない。

4．空転のトポグラフィー

　このことを，まずは「三都市」叢書におけるピエールの遍歴を辿りなが

ら見てみよう。『パリ』の冒頭において「大海原」に見立てられるパリの

街を見晴るかすピエールは，「三都市」叢書においてすでにルルドとロー
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マを経巡って来ている。しかもそれはピエールの信仰を揺るがすような失

意の道のりだった。『ルルド』においてピエールは，一連の奇蹟によって

知られるこの地において原初的信仰の熱狂にふれることで自身の信仰を改

めようとする。他方『ローマ』では，カトリックの権力の中枢において，

同時代の社会問題に対応しうる現代的キリスト教──社会キリスト教──

の可能性を探る。しかしピエールの試みはいずれも失意に終わる。そして

パリにおいてこれら二つの失敗した試みが，アナーキストによる爆弾闘争

を背景に──つまり社会問題の行き詰まりが暴力的反乱へと高まっていく

緊迫した状況下で──，演じ直される。ローズ神父によって体現される伝

統的慈善はその素朴さ故に現代的状況に対応しえず（「もう実験済みなん

です，人類を救済することは愛
シ ャ リ テ

徳＝慈善ではとうてい不可能なんです。正

義をもってしか人類を救うことはできないんです」442 ;下118），その一

方で教会の上層部は科学と共和政を容認する姿勢──いわゆる「新精神」

──を打ち出すことで現代的状況に対応するかにみえる。しかしこれもピ

エールの目には教会が権力を籠絡するための政治ゲームとしてしか映らな

い。ピエールにとって，「社会問題と宗教問題とは一体であり，この問題

こそがパリでの身の毛がよだつ毎日の労苦において唯一議論の的である問

題」（46 ;上15）であるにもかかわらず，教会はこの問題を取り逃している。

ピエールの失意は，やがて彼を棄教へと導くだろう。

『パリ』の第1の書はこのようなピエールの二重の失意を空間の物語とし

て展開している。ここでは，ローズ神父に請われ，極貧生活にあえぐ年老

いた職人ラヴーヴをブルジョワたちの慈善事業として設立された業務上傷

病者収容施設に入所させるべく奔走するピエールのある一日が描き出され

ていく。ピエールはラヴーヴが住む下層労働者の集合住宅からブルジョワ

の邸宅やブルボン宮そしてカトリックの「新精神」を説く講話が行われる

マドレーヌ寺院を経巡るのだが，これにより分断されたパリの有り様と先

ほどふれた登場人物たちの「属領性」が巧みに浮き彫りにされていく。だ

がこれらは単なる地理的なテリトリーだけでなく，それぞれ「社会的なも

の」をめぐるトポスを形成してもいる。すなわち，排除され貧困にあえぐ

民衆が一つの解決すべき問題として存在し，これに対して労働者階級に対

する悔悟の念に裏打ちされたブルジョワ階級の偽善的な慈善事業があり，
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スキャンダルにまみれ機能不全を起こした政治の場があり，社会改革のた

めに体質改善を図ると主張する教会の欺瞞がある。

　これらが織りなす「社会的なもの」の布置にピエールは捉えられている

わけだが，そこには彼が求める問題の解決＝場所は見出しえない。第1の

書の最終部においてラヴーヴの死を告げられたピエールの失意を，ゾラは

行く当てのないピエールの彷徨として空間的に描き出している。「ピエー

ルはひたすら前へ前へと歩いていた。しかし，どこに向かっているのかも

何をしに行くのかもわからなかった」（146 ;上132）。「どうして自分はこ

こにいるんだ，とピエールはいらだち，呆然として自問した。ラヴーヴは

死んでしまったのだから，さっさとうちに帰ればいいではないか，うちに

帰って戸も窓も締め切って，隅っこに隠れて引きこもっていればいいでは

ないか。どうせこれからは何の役にも立たず，信仰も希望も失って，つい

えて死ぬことしか待ち望めない身なのだから」（150 ;上15）。このように

ゾラが『パリ』で描き出すトポグラフィーは，たんに地理的なものではな

く，ましてや階級関係が空間化されたというだけでもなく，それらを超え

て「社会的なもの」に対する様々な応接が空転するトポグラフィーである。

このような布置において，「社会的なもの」の歩行者は，たとえ様々な街

区を経巡ることができるとしても，最終的には行き先を見失うほかない。

　しかもゾラはこのトポグラフィーにテロリズムという暴力を書き込むこ

とを忘れない。パリの街の様々な街区を経巡るのは実はピエール一人では

ない。ほとんど彼の分身のように，ピエールは行く先々で懐に爆弾を忍ば

せたサルヴァの姿を目にする。サルヴァはアナーキズムを信奉する貧しい

職人である。オペラ座の界隈で途方に暮れるピエールのうちに何年も前か

ら押しとどめていた社会的不正義に対する「復讐の雷」（149 ;上135）の

轟きが迫り上がってくると，その直後にあたかも彼の内に轟く雷鳴と呼応

するかのようにピエールは雑踏のなかにサルヴァを再び見出す。「驚いた

ことに，その人垣のなかにサルヴァの姿がまたも認められた。［…］ピエ

ールは，またしてもこの男と出くわして，今度という今度はただごとでは

ないと感じて，疑いでいっぱいになった」（150 ;上137）。不安に駆られた

ピエールはサルヴァの跡をつけるが，ついにサルヴァはピエールの目の前

で，あるブルジョワの邸宅の入り口に爆弾を投げ込むのだった。こうして
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オスマンのパリにおいて先送りにされた問題がテロリズムという暴力とし

て都市を切り裂く。先に述べたように，ゾラはサルヴァをほとんどピエー

ルの影のように描いており，その限りにおいて，アナーキストのテロは

「社会的なもの」の空転と背中合わせになっていると言っていいだろう。

だが，むろんこの爆弾テロが「社会的なもの」の空転をいささかも補填す

ることはない。実際，このテロは標的としたブルジョワを殺傷することな

く，ただ一人の犠牲者は巻き添えをくった帽子屋の使い走りの少女なのだ

った。こうして「社会的なもの」が空転するデッドエンドにアナーキスト

の爆弾が炸裂する24）。四半世紀後にル・コルビュジエが定式化する「建築

か，革命か」という命題には，この爆弾の轟きが谺してはいまいか。

5．トポグラフィーの反転

　作品の冒頭で大海原として表象されるモンマルトルの丘からのパリの眺

望は，その後もテクストにおいて繰り返される。例えば，「このぞっとす

るようなパリ──彼らの面前に大海原のように横たわり，数々の忌まわし

い不正義や悲惨が海鳴りのように響き渡っているパリ──と向き合って，

かくも心穏やかに，かくも幸せに生きていられるのだろうか」（199 ;上

192）。だが同時にこのパリの表象は徐々に変容していくことにもなる。

例えば，「目を町の方に転じると，足元には広大なパリが広がっていた。

いつもの年より春が早めに来て，今宵のパリはバラ色の光に照らされ，軽

やかに澄み渡っていた。果てしない海のように続く人家の屋根がくっきり

と浮かび上がり，［…］記念建造物は穏やかな風に包まれて，まるで錨を

降ろした船か停泊中の艦隊のようだった」（243 ;上243）。そしてこの艦隊

はやがて船出することになる。「ピエール，こっちに来て見てごらんなさ

い。今，あなたがいらしたとき，煙が風に吹かれてパリの上空を東にたな

びいていくのが面白くてちょうど見ていたところなのよ。まるで船団みた

い，［…］何千もの黄金の大船よ，それが，今，世界を導き平和にするた

めに，このパリという大海から船出していくところなんだわ」（439 ;下

114）。

　しかしこの船はどこにたどり着くのだろうか？　豊穣な大地がその目的
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地である。ここでは作品末尾の一節を引用しておこう。

　誰もが歓声を上げた。その光景たるや実にこの世のものとは思われ

ぬ絶景だった。［…］今日のパリはまた，東には灰色の煙に包まれた

労働者街，南のかなたには静かで落ち着いた学問の街，西には裕福な

者たちが住まう広々として明るい地区，そして中央部には薄暗い通り

が行き交う商業地区というように，はっきりと異なったいくつもの地

区からなる都市ではなかった。今日は，都市全体が同じ生命の息吹き

にすっかり覆われて，一様に花開き，調和がとれ，まるで境界がなく

て均一で，どこも等しく豊穣な畑となったかのように見えた。麦，麦，

どこもかしこも麦だらけ。見渡す限りの麦畑は，黄金のうねりとなっ

て地平線の一方の端から他方の端へと脈打っていた。傾きかけた太陽

は，こうしてパリ全体を一様の光で等しく照らしていた。（635-636 ;

下348）

　このように『パリ』は，作品の冒頭で大海原として与えられたパリの表

象が肥沃な大地へと反転する過程として構想されている25）。そしてこの反

転において分断されていたパリのトポグラフィーにある統一性が与えられ

る。しかし「境界がなくて均一で，どこも等しく豊穣な」大地を出現させ

るこの輝きはどこから来るのだろうか。化学者のベルトロワがやはり作品

の最終部で次のように語っている。「これは生きていて，勢いがあって，

まるで太陽そっくりだ。あそこで，広大なパリの上で光り輝いて，物を熟

させ，人を成熟させている，あの偉大な太陽とそっくりだ。パリも発動機

だ，パリはボイラーだ，未来がそのなかで沸き立っているボイラーだ，そ

してわれわれ学者はその下で永遠の炎が消えないように守り続けている」

（634 ;下346）。ここでベルトロワが「これ」と呼ぶものは，サルヴァの爆

弾に使用された爆薬を応用した発電機のことである。この爆薬を開発した

のが，他でもないピエールの兄である化学者のギヨームである。ピエール

は信仰が揺らぐなか，兄とその家族──とりわけ，ギヨームの息子たちと

ギヨームのフィアンセであるマリーと接するなかで，科学とその進歩の力，

そして勤労の徳に目覚める。マリーは言う，「いつかは，理性と労働によ
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って，そして生活そのものももっとよく機能するようになって，正義がこ

の世を支配する日がきっときます」（414 ;下82）。つまり，荒れ狂う大海

原から肥沃な大地への反転は，最終的に「死の宗教」（624 ;下335）とさ

え呼ばれるカトリシズムからギヨームとその家族が唱える「科学という宗

教」（626 ;下336）へとピエールが転向したことと対応関係におかれている。

肥沃な大地を照らし出す太陽が発動機に擬えられるのはこのためである26）。

　科学が社会正義をもたらすという『パリ』におけるこの科学主義をどう

捉えればいいのだろうか。まずは，作品にも織り込まれている「科学の破

産」に対するゾラの応接ということを挙げなければなるまい。ピエールは，

「すぐれた頭脳の若者たちが知識の前で意気地がなくなり，偽りの精神主

義による慰めにすがり，死を賛美し，死を望み，死んでいくことに永遠の

幸福の約束を見出そうとしていることに，悲しみの入り混じった軽蔑の念

を抱かずには」（229 ;上227）いられない。これに対して，ギヨームの息

子の一人で，高等師範学校で科学を学ぶフランソワは次のように答える。

「たしかに文科の仲間たちの間では実証主義にたいする反発が目立ってい

ますし，彼らも世間一般の人と同様，科学の破産というかの有名な思想に

とらわれていますよ。でも，おそらくそれは教師たちのせいです」（230 ;

上228）。この「科学の破産というかの有名な思想」の主唱者がブリュヌ

ティエールであることはいうまでもないだろう。この時代，ブリュヌティ

エールが1880年代から唱える科学と進歩に対する訣別宣告がいまだ影響

力を持っていた。そしてその標的の一つが他ならなぬ自然主義であった。

　つまり，実験小説論の小説家は彼のテクストにおいて科学主義を擁護す

る理由が少なからずあったのだ。『パリ』はこのように「科学の破産」を

言説レベルで批判するだけでなく，自然主義の擁護をある登場人物におい

て形象化してもいる。ギヨームには三人の息子がおり，そのうち二人はエ

ンジニア（トマ）と理系の学生（フランソワ）であるが，もう一人が芸術

家の卵（アントワーヌ）とされているのは，科学主義を芸術に結びつける

ゾラの立場を端的に表すものであるだろう。「アントワーヌが［ルネサン

ス前期の画家］に引かれるのはそのような神秘主義や理想の高揚のためで

はなかった。まったくその逆で，正直な写実主義者の真摯な姿勢，自然に

対する敬意と謙遜，自然を可能な限り忠実に再現しようとする細心の誠実
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さに引かれたのだった」（235-23 ;上234）。ゾラがこのアントワーヌに自

身の姿を重ねていると見ることは決して難しいことではない。また別の箇

所では，アントワーヌの友人で彫刻家のジャアンが自身の手による正義像

について次のように述べる。「それは弱者や苦しむ者が待ち望んでいる正

義像，われわれ人間のあいだにわずかな秩序と幸福をもたらしてくれる唯

一の正義像なんだ。［…］正義は太陽なんです。美の，調和の，力の太陽

なんです。だって太陽が唯一の正義ですからね，天にあって万人のために

照り輝き，貧しき者にも富める者にも分け隔てなく一様にその輝きと熱を

与え，それらがあらゆる生命の源になるのですから」（578-579 ;下279-80）。

ここに現れる「太陽」の主題は，この一節を先に見た一連の引用と関連づ

けて解釈することを促しはしないだろうか。すなわち，科学の進歩（発動

機）の輝きは「太陽そっくり」であり，パリもまたこの輝きを発している

（「パリも発動機だ」）。そしてその「輝きと熱」は正義を実現するものであ

り27），この正義こそを芸術は表現しなければならない。

「太陽」のテーマを媒介にして，『パリ』において科学と芸術が社会正義

の名の下に結合する。ここにおいてゾラのエクリチュールは社会問題とそ

の解法までも含めた「社会的なもの」の問題圏のうちに見出されるだろう。

その一方で，科学による社会正義の実現というヴィジョンはいささか曖昧

な理念的状態にとどまっているのも確かである。科学の進歩の達成が，い

かにして「貧しき者にも富める者にも分け隔てなく一様にその輝きと熱を

与え」ることができるのか。その答えの一つを，間接的にではあるが，あ

るエピソードに読み取ることができるかもしれない。それはピエールとマ

リーが自転車で郊外に出かけるエピソードである。このサイクリングのエ

ピソードを通じて二人は心を通わせるのであるが，注目すべきはマリーが

自転車に与える価値である。「「すると，自転車による女性の解放というこ

とですね」／「［…］もうすでにかなりの進歩が見られるわ。キュロット

をはけば足は自由になるし，男も女もいっしょになって出かければ男女は

仲間になって平等になるし，妻子は夫についてどこへでも行けるし，あな

たとわたしみたいにこうして友達同士ふたりで野原を横切り森を行っても，

誰も変に思ったりしません。これこそまさしく幸せな勝利じゃないかし

ら」」（450 ;下128）。ここに技術の進歩が切り開く新しい現実によって旧
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来の社会関係が組み換えられるささやかな例を見ることができるのはない

か。確かにこのエピソードにおいては，たかだか自転車が問題となってい

るにすぎないと考えることも可能だろう。だがこの自転車はギヨームの息

子トマが働く工場で製造されており，この工場ではやがてギヨームとトマ

が開発した発動機を使って自動車が生産されることが予告されるのだが，

これはつまり自転車がこのような科学技術の進歩の端緒として位置づけら

れているということなりはしまいか28）。

　もっとも，ここには都市という観点が欠落していることは指摘しておか

なければならないだろう。『パリ』におけるパリのトポグラフィーとその

反転をこれまで辿ってきたわけだが，ゾラにおける科学と「社会的なも

の」の結びつきをあくまでも都市というフィールドにおいて問い返そうと

するとき，そこには一つの空隙があるように思われる。例えば，プリシ

ラ・パーカースト・ファーガソンは次のような指摘を行っている。「ゾラ

はパリを「脱革命化する」のと同じく，パリを「脱都市化」する。『パ

リ』を規定するメタファーは，しっかりと画定され明示された場所から私

たちを遠ざける。それはこの都市のというだけでなく，都市そのものに関

わっている29）」。実際，先に見たとおり，『パリ』における都市に関わる特

権的なイメージは，眩い光に照らし出された「豊穣な畑」としてのパリに

他ならない。

　その一方で，この時代，「社会的なもの」と科学はここでゾラが想定し

ていなかったような形で結びついていた。実際，貧困問題が引き起こすリ

スクの低減の模索は，統計学や衛生学が動員され，科学的アプローチによ

って進められた。またこれは都市計画が科学として成立する時代でもある。

19世紀には様々な科学が現れ多方面に影響を及ぼすわけだが，不思議な

ことにそこで視野からこぼれ落ちる存在として都市計画がある。フランソ

ワーズ・ショエは都市計画の祖とされるイルデフォンソ・セルダとオスマ

ンの差異を科学性の有無に見る。「［オスマン］は自身の解法を一般化せず，

ましてや科学によって保証することもしなかった。これこそがセルダによ

って踏み出された一歩だった30）」。オスマンは都市を総体として把握する

視点は有していたが，そこから導き出される「解法」はあくまでも経験的

なレベルにとどまっていた。あるいは前出のポール･ラビノウは，フラン
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スにおける都市計画の誕生を，「19世紀末に，空間的，社会的，科学的要

素がついに結合し包括的モデルを形成した31）」ことのうちに見出す。この

ような結合体はおそらく『パリ』のトポグラフィーにも埋め込まれている

ように思われる。従って，『パリ』における「社会的なもの」と都市との

間の空隙を埋めるためには，本論考で描き出したトポグラフィーを同時代

の都市計画あるいは都市開発と関連づけながらさらなる考察を加える必要

があるだろう。そしてそのようにさらに読み進められた『パリ』のトポグ

ラフィーの先には，「三都市」叢書の続編である「四福音書」，とりわけユ

ートピア都市を描く『労働』が見出されるだろう。
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L’ascension du social chez Zola 
— la topographie urbaine de Paris

Tomohiro HIKOE

 On peut observer une ascension du social chez Zola, comme ce titre l’indique. 

Celui-ci paraîtrait pourtant quelque peu redondant. Car Zola n’était-il pas dès le 

départ un écrivain social ?  Or il ne s’agit pas ici de divers aspects sociaux de la seconde 

moitié du XIX siècle dépeints dans les textes de l’écrivain de « J’accuse ». Cette 

ascension est avant toutes choses littérale : les occurrences du mot « social » montrent 

une nette augmentation dès le cycle des Trois Villes, entre autres dans le dernier volet de 

la trilogie, Paris (1898). 

 Pourquoi une telle montée du mot « social » ?  On doit tenir compte d’un côté de 

l’évolution de la société française des années 1890 où Les Trois Villes furent conçues et 

écrites. Les années 1890 étaient en effet une époque marquée par le social avec une 

acuité accrue ; l’impasse de la question sociale débouchaient à cette fin du siècle sur une 

série d’attentats d’anarchistes, qui servent d’un des fils conducteurs à Paris de Zola. La 

montée du mot « social » dans Paris n’est-elle pas de l’autre côté liée au fait que dans ce 

roman, Zola donne à la ville de Paris une importance plus que le simple arrière-plan ? 

 Dans une telle perspective, nous proposons une lecture de Paris en faisant croiser 

le social et l’urbain. On constatera alors que le Paris décrit dans ce texte nous offre la 

topographie urbaine où le social ne fait que tourner à vide. Or, au fur et à mesure du 

développement du texte, Zola transforme ce Paris stérile en terre fertile ouverte sur 

l’avenir. Nous examinerons finalement le mécanisme de cette transformation, dont 

l’enjeu est la consolidation du statut de la science, ébranlée à cette fin du siècle, dans 

l’esthétique de Zola.  


